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フードツーリズムによる地域活性の 
マーケティング戦略

―― どのような研究内容か？

旅行先で食べる料理は観光の楽しみの一つです。時には地
域の料理が、観光客の目的となることもあるでしょう。地域
ならではの食や食文化を楽しむことを目的とした旅行をフー
ドツーリズムと呼びます。一昔前までは、観光の目的となる
地域の料理は、下関のフグや氷見のブリのような地域名産の
高級食材や京懐石や皿鉢料理のような地域の伝統的な高級料
理が中心でした。近年は、ご当地ラーメンのような住民に愛
されてきた廉価な郷土食、庶民食であるいわゆる B 級グルメ
などを食べることを目的とした観光も増えてきています。本
研究の目的は、こうした、フードツーリズムを地域経済振興
につなげるための効果的なマーケティング戦略を導き出すこ
とにあります。

観光マーケティングでは、観光商品を食べ物、宿泊、文化、
景観、アクセスなどを含む複合商品として考えます。限られ
た予算の中で、観光客の満足度を最大化する観光資源の組み
合わせを考えるには、観光客をグループに分類し、ターゲッ
トとなる観光客を絞り込むことが効果的です。本研究では、
1,829名へのアンケート調査をもとに、統計学の手法により観
光客をグループ化し、「地域名産の高級食材や地域の伝統的高
級料理」および「B 級グルメ」を食べる観光に関心のある観
光客の特徴を明らかにしました（図）。

―― 何の役に立つ研究なのか？

地域ならではの食や食文化は、予算の制約が厳しい地方中
小都市でも利用可能な観光資源として注目されています。本
研究では、地域の食を「地域名産の高級食材や地域の伝統的
高級料理」および「B 級グルメ」に分け、それぞれをどのよ
うな観光資源と組み合わせて観光客に提供することが地域の
競争力を強めることにつながるかを示しています。この分析
結果は、地域の食を観光資源として利用することを検討する

地方自治体などにとって、有益な情報となると考えられます。
また、本研究は、ご当地グルメを利用した地域経済振興に

取り組んでいる青森県黒石市などと連携して行ってきました。
地域の観光推進の現場の生の声を聞くことで、より実態を捉
えた研究にできたかと思います。
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図　�「地域名産の高級食材・地域の伝統的高級料理」および
「B 級グルメ」を食べる観光に関心のある人が、どのよう

な観光客のグループに属するか。主成分分析および、最
小二乗法の推計結果をもとに作成。
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―― 今後の計画は？

現在は、フードツーリズムが、食品輸出戦略に果たす役割
について、研究を行っています。日本政府は、農林水産物・
食品の輸出促進をすすめていて、年間輸出額は１兆円に迫る
勢いです。海外で、日本の食品が受け入れられるようになっ
た背景としては、訪日観光客の増加や、日本食ブーム、日本
のグルメアニメ・ドラマの人気などがあります。そこで、今
後は、訪日観光客のどのような体験が、日本の食品に対する
評価や購入意思に影響を与えるかを明らかにし、訪日観光客
を将来の日本の食品の顧客へと取り込むための戦略に貢献す
ることを目指しています。

―― 関連ウェブサイトへのリンクURL

▶https://researchmap.jp/t.ishida0927
▶https://nrid.nii.ac.jp/ja/nrid/1000030623467/

―― �成果を客観的に示す論文や新聞等での掲
載の紹介
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―― この研究の「強み」は？

フードツーリズムの研究は、ツーリズム研究の中でも比較
的新しい分野です。そのため、事例研究は進みつつあるもの
の、一般理論への普遍化は、ほとんど行われていません。本
研究の強みは、計量経済分析による定量化を行うことで、地
域の食と観光資源の融合による地域経済振興策についての普
遍的な理論を導出していることにあります。また、青森県黒
石市など自治体と連携しながら研究を進めている点も本研究
の強みと考えます。


